
・北海道・東川町において、デンマーク発祥の
フォルケホイスコーレ(以下、FSH)をモデルとした
大人の学び舎・School for Life Compathを運営。
・2024年4月には自治体と連携をして校舎をオープン。

図1.既存の企業研修との違い

デンマークと日本では社会構造が異なる時に、
日本に省察型のキャリア形成を支援する学び舎を

実装するには、どのような運営・学びのデザインが
必要なのか、実践研究で明らかにしていく。

図2.校舎予定地にてコース参加者と

省察型のキャリア形成を支援する学び舎の開発
-北海道・東川町における

フォルケホイスコーレ・モデルの実践研究-
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4.研究デザイン

①日本に適応するコースのモデル設計 ②コースのプログラム設計 ③プログラムの有効性の検証

RQ1:省察的キャリア形成を支援する学び
舎を日本で成立させるためのKSFは？

調査方法： 期間の異なるコースを複数回
実施。日本の社会構造や文化に適応
させるために必要な要素を抽出する。

RQ2:キャリアの省察を促すために
どのようなプログラム設計が必要なのか？

調査方法： 8日間のコースを複数回実施し、
キャリアの省察を促すために必要な要素を
抽出する。

RQ3: どのような人に、省察的キャリア
形成の学びは適応するのか？

調査方法：コース参加者200名に対して
質問紙調査を実施し、プログラムが有効的
に作用する属性を抽出する。

5.研究の進捗 図7. プログラムの構成要素

プログラムを設計する上で4つの
点が重要なことがわかった。*
❶役割を解放する導入
ルールとして「所属」で自己紹介する
ことを禁止に。「所属」なしで
紹介するワークを導入として行う。
❷日々の省察のサポート
朝と夜は他の参加者とともに
省察を促すための時間を入れる。
❸偶発性を促す余白のデザイン
地域を回遊するなど偶発性を起こすた
めの余白をデザインする。
❹ つくる活動を軸とした授業
火を起こすなど、身体性にベースを置
いた「つくる活動」を組み込む。
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つくる活動を軸とした授業

調査1

日本社会に適応させる上での
KSFが3点あることがわかった。*
❶働くと学ぶを混ぜたコースの導入
「働く」ことへの価値に重きをおく
日本において、働くと学びを融合した
コースを導入することが重要に。
❷学びほぐしをすることが重要に
新たな価値観を受容するために、
既存の価値観を意識的に白紙にする
ことが重要に。
❸「地域性」活かす学びのデザイン
学びほぐしを加速させる上で、
「地域性」を活かすことは有効である。

*2023年7月時点の分析状況

図6. 各コースの位置付け

7.研究意義
社会的価値：
・新しい成人の学びの可能性の提示。
・オルタナティブな学びの実践者や地域での活動
者への事業・運営モデルの提示。
学術的価値：
・キャリアの省察を促すために必要な学びの
デザインの提案。

6.今後の展望
8月：調査1・2の分析の精緻化&調査3の質問紙の実施
・調査1・2の分析の精緻化及びタームペーパーの執筆と質問紙を過去の参加者200名に送付
9月：調査3の質問紙の分析の実施&追加の調査の必要可否検討
・質問紙の分析の実施。追加で調査をする必要があるかどうかを判断する。
10月：(必要あれば）追加調査の実施
・追加での調査が必要と判断した場合、参加者数名に対してインタビュー調査を実施する。
11月-12月：追加調査の分析&論文の執筆
・調査1-3の分析をもとに修論を執筆する。

①主体的にキャリアを更新していく必要がある時代に
・人生100年時代に突入し、「学ぶ→働く→引退」の単線型の生き方から、
「学ぶ⇄働く」のマルチステージ形の生き方シフトし、自ら主体的にキャリアを
更新していくし続けることが求められている。(Gratton,Scott 2016)

2.研究背景

図3. 研究の位置づけ

3.研究対象地域：北海道東川町
東川町の概要
・人口：8,522人 (2022年7月末現在)
・移住者比率：56.6% (2018年調査)
・位置：旭川空港から車で15分/北海道最高峰
の旭岳の麓に位置

東川町役場との連携
・東川は、25年間人口が伸
び続けている数少ない町
・東川の応援人口創出の
一環として、Compathの
活動に対して、資金や場所
を提供している。

図4.連携方法

1.研究概要

②キャリア省察をするための仕組みであるFSH
・日本においてはスキルアップの学びが支持される
一方で、生涯学習先進国であるデンマークでは、
高等教育を選択する前に、それまでのキャリアを
省察するための仕組みが用意されている。その代表
例がフォルケホイスコーレ(FSH)である。
③日本をフィールドにした研究はまだ存在しない
先行研究の多くは北欧諸国のFSHに関する事例研究
のみで、日本での実践研究はされてない。

図3.研究の位置付け

アクションリサーチ 質的調査

8日間コースを13回、4週間コースを2回、10週間コースを2回実施。
合計200名のキャリアの転換期にいる成人(10-60代)が参加。

調査2 8日間のコースを13回実施(163名)


